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Ｈ３１ 公立高校入試問題 
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 （７） 起こりうるすべての場合は ２×２×２×２＝１６通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｘ＋２ ２＝ｘ２＋４ｘ＋４

ｙはｘに反比例し、比例定数は３である。
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（１）ＡＤと平行な辺    ＣＦ ＢＥ 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

６ｘ－ｙ＝１０
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△ＰＱＲは△ＰＥＦと相似であり 相似比は１：２

面積比は１：４

なので
１

４

三角柱ＡＢＣＤＥＦから立体ＡＱＲ－ＤＥＦをひくと
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 ３． 

（１） 
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ｙ＝１８－６ｘ

ｘ＝１．５のとき

ｘ＝２．１のとき

９－５．４＝３．６

ｙ＝１８－９＝９

ｙ＝１８－１２．６＝５．４

３．６° 低い
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－９ｙ＝－９６

ｙ＝
３２

３
分速８０ｍ

ｘ＋４８＝１２８

椅子の間隔

ｘ＝１２８－４８＝８０
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（１）ａ＝１ 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

ｙ＝ｘ２ ｘ＝２のとき ｙ＝４ Ａ（２，４）

ａ＝１

Ｂ（３，９

ｙ＝ｃｘ＋６に代入して

Ｐのｙ座標が６なので

９＝３ｃ＋６

切片は６

ｃ＝１

よってｙ＝ｘ＋６
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（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ＡＰ＋ＰＢはＡとｙ軸に関して線対称な点Ａ’を使って 

 

      Ａ’Ｐ＋ＰＢと同じであり最短となると言うときはこれが直線となるときである。 

 

      Ａ（２，４ａ），Ａ’（－２，４ａ） Ｂ（３，９ａ） Ｐ（０，５） 

 

 

 

 

 

 

 

底辺ＡＢを共有する三角形なのでＣＰとＡＢが平行となる。

ＡＢの傾きは

なのでＣＰの傾きも１０である。

Ｐ（－１＋１，２＋１０）＝（０，１２）

１８－８

３－２
＝１０

ＡＢの傾きは

切片は＋５

なので直線の式は

点Ａ’（－２，４ａ）を通るので代入して

３－（－２）

９ａ－４ａ

ｙ＝ａｘ＋５

＝
５ａ

５
＝ａ

４ａ＝－２ａ＋５

６ａ＝５

ａ＝
５

６
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６． 

（ａ）弦となるＡＢ，ＢＰ’の垂直二等分線をひきその交点を中心とする。 
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 （ｂ）円周角の定理より∠ＡＰ’Ｂ＝∠ＡＲＢ・・・・・・・① 

 

        三角形の一つの外角はそのとなりにない二つの内角の和に等しいので 

 

        ∠ＲＢＱ＋∠ＲＱＢ＝∠ＡＲＢ 

 

        よって ∠ＲＱＢ＝∠ＡＲＢ－∠ＲＢＱ 

 

         ①より ∠ＡＰ’Ｂ－∠ＲＢＱ＝∠ＢＱＲ 

 

                よって∠ＡＰ’Ｂが大きい 


